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アイコンセプトサポートセンター

棚 インフォメーション
Ver14.00

POWER 0120-987-571（通話料無料）
携帯電話等から TEL 06-6821-0904（大阪）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00
土・日・祝祭日はお休みをいただいております。

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/

2006.06.15
ついにワールドカップが開催。冬季オリンピックに続き、今年はスポーツ観戦の年ですね。
どこが優勝するのか気になる所。この熱気で、じめじめとした梅雨も吹き飛んでしまいます。
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Vol.62

棚　　　 Ver14.00へのバージョンアップはお済でしょうか？ ～ 新機能紹介 第三弾は「メンテナンス編」をお届けします ～POWER 
4. 各業界データ・他社棚割システムとのデータ共有

取引先から出力される形式で売上情報を登録したい。こういう場合には、ユーティリティー・≪データ変換≫から
棚POWER側で形式を合わせて取り込み可能です。JANコードや売上数量などに加え、今回から「開始日・終了
日」を従来の手入力から、取り込むファイルに日付欄があればファイルから設定可能になりました。

●今回はメンテナンス機能をご利用いただく場面を想定して新機能をご紹介します

2．イメージの一括登録

あるメーカーの商品だけを確認したい。1品種の商品のみを確認、修正したい。そんなときのために分類を絞り込
んでの検索、確認が可能になりました。

データの登録を実行。イメージも一括登録することになったが、一括登録する際のイメージファイル名の制限を緩
和してほしい。そんなご要望にお応えしました。今までイメージファイル名を「JANコード13桁_面番号」とする必要
がありましたが、今回から面番号の代わりにA,B,Cでも可能になり、さらにJANコードだけでも優先面として取り込
みが可能です。エクスポート時も「面番号を付加しない」を有効にし、面番号をつけずに優先面を出力可能になり
ました。

3. 売上情報の一括登録

棚POWER以外の形式の商品情報やイメージを登録したい。そんなときもユーティリティー機能を使用すれば可能です。
棚POWERは標準で「プラネット形式」「SPスクエア形式」「OTC」「FDB」に対応しています。さらにVer14.00からは、
2005年末に発表されたプラネットの新項目に対応、項目数を38項目から95項目に増加し、名称も新項目に合わせて
変更しました。
モデル情報においても、他社棚割ソフトと互換性のある「PTS（棚割配置情報）」の新バージョン2.0に、既存棚割システ
ムとしていち早く対応。PTS Ver2.0は、従来のVer1.0では持っていなかった「什器情報」や「在庫」の情報を持つなど、
より棚割システム間での互換性が高まっています。

1. 登録情報を分類を絞り込んで検索、確認する

　　　　　　　　　　「▼」をクリックすると、28の分類属性
　　　　　　　　 と指定無しを選択でき、選択した分類
　　　　　　　　の商品のみを検索、確認できます。

　　　　　　　　　同じ分類内の商品を確認する場合は、
　　　　　　　　　JANコード・カナ名・商品コード右横
　　　　　　　　　の「▲▼」をクリックします。
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JANコード13桁.BMP(JPG)優先面

ファイル名インポート面ファイル名インポート面
優先面の初期値は
「正面」です。

面番号のない形式
は「JANコード」形
式のみ可能です。
「フォルダ化」形式
には対応していま
せん。

取り込むファイルに日
付欄があれば、JAN
コードなどと同じく、列
を指定するだけです。
設定画面も任意の大
きさに変更可能です。

6. 出力帳票類のやり取りをより便利に
棚割図などの帳票をメールで送るためにファイルの容量を小さくしたい。Excel出力したときのイメージをなるべくきれい
に出力したい。そういったご要望にお応えしました。ファイルメニュー内に「出力設定」項目を追加。「PDF設定」「Excel設
定」が可能になり、PDF出力時は圧縮するかしないかを、Excel出力時はきれいに出力するか標準かを選択可能です。

7. ヘルプからクライアントマニュアル・Q&Aを起動可能に

●メンテナンス関連以外にもこんな新機能があります

【ユーティリティー・データ変換・テキストデータ・売上情報（3/4）画面】

これまでスタートメニューからしか起動できなかったインターネット未使用時の基本マニュアル・Q&Aが、ヘルプメニュー
から起動可能になりました。従来通りWeb上の基本マニュアル・Q&Aもヘルプメニューから起動可能です。

5. モデル参照に更新日付を追加
新規作成したのは1ヶ月前だけれど、昨日一部商品の陳列を変更して修正したモデルがいくつかある。修正、更新した
モデルだけを確認したいが、モデル名称が似通っていて探しづらい。別担当者が○日に更新したはずのモデルが見当
たらないと言っている。などといった場合のために、既存モデルを「更新日付」で参照できるようオプションに追加しました。

≪モデル参照≫の表示方法を「一覧表示」
にします。≪オプション≫をクリックし、
表示項目に「更新日付」を追加すると、モ
デル参照内の一覧に項目が追加されます。

「プレビュー表示」の場合は≪オプション≫
が選択できないのでご注意ください。

ダウンロードページへのアクセス方法
　ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、

バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１
携帯電話からは06-6821-0904へ

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）
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●プロテクタの管理にはご注意ください

　プロテクタは棚POWERを使用する際に必ず必要となるものです（企業ライセンスご契約のユーザー様以外）。
　管理方法は様々だと思いますが、例えば各拠点ごとにプロテクタ管理担当者を配置し、使用時には管理者の許可を得る
　必要があるといった体制をとられているところもあると伺っております。特にパソコンの入換時などに紛失のおそれがあり
　ますので、棚POWERをご使用にならない方に対しても、事前にプロテクタの存在と必要性をご説明ください。
　万が一紛失された場合は、棚POWERを新規でご購入いただく必要がありますので、十分にご注意願います。

●≪参照モデル≫の位置を変更しました

　Ver14.00から、≪参照モデル≫ボタンの位置を変更しました。Ver13.02までは「運用」の並びにありましたが、Ver14.00
　からは、「フェイシングサブメニュー」の中になります。場所は変わりますが、同じくフェイシング上で使用可能な機能です。
　

サポートセンター トピックス No.47

次に、「回転」と「陳列量」について説明していきましょう。
「回転」と「陳列量」を決定するのに必要な項目は以下の7つです。

　　　①　最低陳列量

　　　②　最大陳列量

　　　③　リードタイム

　　　④　発注サイクル期間

　　　⑤　補充頻度

　　　⑥　平均日販数

　　　⑦　販売期間

では、「回転」から見ていきましょう。回転を検討する場合「バスタブ理論」という考え方があります。
「バスタブ理論」とは、商品の売れ行きには、高回転商品から低回転商品まで差があります。
したがって、

　　　①　店頭在庫量をどの商品も同じにすると、売れ筋の高回転商品は品切れしてしまう。
　

　　　②　低回転商品は過剰在庫となってしまう。

どの商品も同じ割合で売れて行き、発注や補充をしやすくするためには、各商品の陳列量をその販売数量に
応じたものにする必要があるわけです。
つまり、陳列量（店頭在庫量）を決定するフェイス数の配分を販売実績（各SKUの販売数量）に応じて決めると
言うのが「バスタブ理論」の基本的考え方になります。
こうすることによって、どの商品も同じ割合で減っていき（売れて行き）、

　　　①　品切れが防止できる。

　　　②　過剰在庫がなくなる。

　　　③　補充の回数をコントロールできる。

ことになります。なぜ回転を同じにするのでしょうか？　それは、

　　　①　補充回数が増えると人件費が増える。

　　　②　伝票数が増え手間も増える。

　商品構成とは、「品目」と「陳列量」と「陳列方法」の組合わせのことを言います。
　具体的には、カテゴリーあるいはサブカテゴリーごとに、

　　　　①どれだけのアイテム・ＳＫＵを選択し
　　　　②どれだけの陳列量にするか
　　　　③どの様に陳列するか

　になります。

　次に、商品の意味について見てみましょう。
　3つの意味があります。

　　１．売れている商品

・意味‥‥‥‥‥ 週Ｙ個売れている商品。
・扱い品目数‥‥ 売れている商品の全品目。
・陳列量‥‥‥‥ 販売量に正比例。
・客の行動‥‥‥ 目的買い商品。
・店の目的‥‥‥ 売上の確保。

売場へ立ち寄らせる。
・ゴンドラ位置‥‥ 下段、中段の大部分。

　　２．売りたい商品

・意味‥‥‥‥‥ 現実にはまだ週Ｙ個売れていないがこれからＳＰ（セールス
プロモーション）を強化するなどして販売量を増やしたい商品。
利幅の大きい商品。

・扱い品目数‥‥ ゴンドラごとに1～2品目。
・陳列量‥‥‥‥ 最大のフェイシング。
・客の行動‥‥‥ 衝動買い商品。
・店の目的‥‥‥ 粗利の確保。
・ゴンドラ位置‥‥ 中段の一部。

　　３．見せたい商品

・意味‥‥‥‥‥ その店あるいはその売場のイメージリーダーになる商品、
初めて扱い出したばかりの商品で厚利幅の商品。

・扱い品目数‥‥ その品種に属する合計品目数の一割未満。
・陳列量‥‥‥‥ 1フェイス。
・客の行動‥‥‥ 衝動買い商品。
・店の目的‥‥‥ 品揃えの豊富感。

店の個性を出す。
・ゴンドラ位置‥‥ 上段の一部。

【Ver13.02まで】

【Ver14.00】

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。
　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用のID・パスワードを入力の上ご参照ください。
専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております最新の「インフォメーション」を

ご参照ください。

　　・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座
　　　　　　　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第20回の内容は 「商品構成と商品の意味について」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。
　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用のID・パスワードを入力の上ご参照ください。
専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております最新の「インフォメーション」を

ご参照ください。

　　・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座
　　　　　　　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第21回の内容は 「「回転」と「陳列量」について」 です。


